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《forum in FORUM》 

 

第 38 回配位化合物の国際会議に参加して 

 

大学院理工学研究科博士後期課程 2 年 加藤 優 
 
はじめに 

筆者の専門分野である「錯体化学」の中でもっとも規模の大きい国際学会「38th International Conference on 

Coordination Chemistry」（以下 ICCC）が 2008 年 7 月 20 日から 24 日まで開催された．本学会でポスター発表を

したときの詳細およびその他感じたことについて報告したい． 

 

エルサレムへ 

今回の ICCC の開催地はイスラエルのエルサレムであった．参加申し込みを済ませた時点ではエルサレムに

ついてはまったくの無知であったために，「嘆きの壁を見に行きたいなぁ…」，というぐらいの軽い気持ちしかもっ

ていなかった．しかしながら，徐々にエルサレムが非常に複雑な歴史をもつ地域であることがわかり始め，そして，

友人や後輩たちからの「生きて帰ってこられるといいね…」，という数多くの励まし？の言葉を聞く機会が増えるに

つれて，当初にはなかった不安感がどんどんと増していった．出発前夜はその不安感がピークに達し，恥ずかし

ながらほとんど眠ることができなかった．学会に参加するだけなのに自分の度胸のなさを知る機会に恵まれるとは

夢にも思わなかった． 

幸いなことに，実際のエルサレム内の治安は比較的よく，一人で街中を歩いていても恐怖感を感じることはほと

んどなかった．日本との違いと言えば，道を行き交う人の中にユダヤ教徒や軍人(イスラエルには兵役がある)が

多いことと，スーパーや美術館などの入り口では銃を持った警備員の前で手荷物検査をし，金属探知機を通るこ

とぐらいだろうか．おかげでエルサレムでの生活を楽しむことができた． 

 
ポスターを入れた筒 

成田空港からアムステルダムを経由してイスラエルへ入った．このときに A0 のポスターを入れた筒を機内に持

ち込んでいたのだが，どうやらこの筒が目立ったらしく，何人かの学会参加者に声をかけてもらった．特に新潟大

学のフィリピン人留学生Gene君とはこれがきっかけで仲良くなり，研究に関する議論をしたりエルサレム観光を一

緒にしたりした．今振り返ってみると，このときの出会いがあったおかげで心細い一人旅が非常に楽しい旅になっ

た気がする．また，筆者のポスター発表の際は，飛行機にいた筆者を覚えていてくれた人から質問も受けることが

できた．特に意図はしていなかったが，ポスターを持ち込んで本当によかったと思う．今後，イスラエルでポスタ

ー発表をする人には是非ポスターの機内持ち込みをオススメしたい． 

 
旧市街へ 

イスラエルのテルアビブ空港から乗り合いタクシーにてホテルに到着した．ホテルについたのは早朝であり，

学会が始まる夕方まで時間があったので，Gene 君と彼の指導教官である新潟大学の澤田先生と共に旧市街へ

出かけることになった．ちなみにエルサレムは大きく新市街と旧市街に別れており，学会会場となったホテルや官

公庁の施設は新市街に，聖墳墓教会，嘆きの壁，岩のドームの聖地は旧市街にある． 

我々はまず聖墳墓教会を訪れた．中に入ってみると観光客が見られる一方で，敬虔なキリスト教徒と思われる

女性が涙ながらに祈りを捧げている姿が見受けられた．キリスト教徒にとってここがどれだけ重要な場所であるか

ということを実感すると同時に，信仰心のない自分が観光目的でここにいるのが申し訳なくなった．次に，ユダヤ
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教の聖地である嘆きの壁を訪れた．男性が壁に近づくためには，

必ず帽子を被る必要がある．帽子を持っていない観光客のため

に壁の前に紙の帽子があるのでそれを頭に載せて（写真１）壁の

前まで行った．そこでは多くのユダヤ教徒が壁に向かって聖書を

読みながら祈りを捧げていた．祈っている人々の間をすり抜けて

壁に触ってみると，信仰心はないのにも関わらず，心なしか歴史

の重みとユダヤ教徒の思いを感じることができるから不思議だ．

普段の学会では決して味わうことのできない貴重な経験をするこ

とができた． 

 
ポスター発表 

学会期間中の服装は普段着ということもあり，会場内には半そで，短パンにサンダルという格好の人が数多く見

受けられた．また，ポスター発表は Coffee Break の間に行われたこともあり，コーヒーやクッキーを片手に議論を

するという日本国内の学会では経験したことのないラフな雰囲気が印象的であった． 

筆者は 21 日と 23 日の午前中に発表を行い，10 人ほどの人か

ら質問を受けた．質問に対する最低限の回答はできたと思うけれ

ども，それ以上に会話を続けることができなかった点が非常に残

念であった．これは自分が相手の興味を引き出すことができなか

った点（英語力も含めて）に問題があったと思われる．また，筆者

の研究を見に来てくれた人というよりは，ポスターの前で筆者に

呼び止められたから質問してくれた，という人がほとんどだった．

このような状況を考えると，研究の方向性や質をもっと深く追求し，

多くの人に見に来てもらえる研究にしなければならないと考えさ

せられた．多くの課題が浮き彫りになったポスター発表であった． 

 

口頭発表を聞いて 

8 件の基調講演と 160 件ほどの口頭発表が行われ，各会場で熱い議論が行われた．多くの口頭発表の中でも，

特に Che 先生による講演が印象的であった．先生のグループでは白金錯体を合成しており，その錯体の応用へ

の可能性（発光材料や制癌剤など）について非常に幅広く研究をされていた．自分の研究は錯体化学の枠にま

だ収まっているので，この枠を取り払った生物や工学などの領域にまで踏み込める研究をしたいと強く感じた． 

また，今回の学会ではノーベル賞受賞者である Schrock 先生も講演されていた．今まで漠然とノーベル賞とい

うものを考えていたが，同じ分野の研究者が過去に受賞したというのをここで改めて実感し，また，自分にもその

可能性が開かれていることを認識して少し興奮した．この興奮を常に胸に抱きながら研究をし続けたいと思う． 

 
今後 

出発前はかなり不安であったが，非常に充実した時間をすごすことができた．今回の学会を通して，研究の方

向性を見つめなおす良い機会を得ることができたし，研究に対するモチベーションをあげることができた．また，

知らない土地の文化や雰囲気を知ることや様々な人に出会うことによって，自分の考え方の幅を広げることができ

た．今回得られた経験や思いを忘れずに，今後より充実した研究生活を送りたいと思う． 

 
 
 

写真2. ポスター発表の会場

写真1. 嘆きの壁の前に立つ筆者
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